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｢スクッテルダイト化合物研究の現状と展望｣
充填スクッテルダイトのバルク敏感光電子分光
阪大基礎工,A神戸大理,B都立大院理,C室蘭工大工,D阪大産研
今田真,山崎篤志,桝田哲男,関山明,難波孝夫A,菅原仁B,松田達磨B,佐藤英行B,
関根ちひろC,城谷-民C,播磨尚朝D,菅滋正
近年､高エネルギー分解能の軟 X線放射光が得られるようになったことで､高分解能バル
ク敏感光電子分光が可能となってきた｡すなわち従来の20-100eV前後の光を用いた高分
解能光電子分光では光電子の平均自由行程が約 5Åと非常に表面敏感であった｡これに
対し最近整備されたSPring-8BL25SUで最高 80meVの分解能で行える1keV前後の光
を用いた光電子分光では光電子の平均 自由行程が十数 Aとバルク敏感性が増している｡
さらにCeや prといった軽希土類ではバルクの4f励起スペクトルを他の軌道からのバルク光
電子スペクトルと定量的に分離するために､希土類 3d内殻-4f光吸収領域 (光エネルギ
ー hv～ 900eV)での共鳴光電子分光を行う｡
充填スクッテルダイトのうち重い電子状態が示唆されているPrFe4P12,金属絶縁体転移が
見られるPrRu｡P12,重い電子系超伝導が示唆されているPrOs4P12を中心に研究しているが､
本講演ではPrFe4P12とPrRu4P12を取り上げ､今後の課題を述べる｡
PrFe｡P12のバルク Pr4fスペクトルの特徴は､フェルミ準位付近(EF)の強度が他の Pr系
(PrRu｡P12,PrRu4Sb12,PrB6,Pr-metalなど)のそれと定性的に異なることである｡すなわち
PrFe4P12の Pr4fスペクトルは他の系のそれに比べ EF直下の強度が顕著に強い｡Ce系で
は近藤系においてのみ EF直下のCe4fスペクトル強度が強くなる｢近藤共鳴｣が知られてい
る｡従ってPrFe4P12でE｡直下に見られた強度の増大も近藤共鳴であると考えてよく､この系
の重い電子的振る舞いとよく対応している｡今後Pr4fスペクトルの温度変化を測定すること､
理論計算との比較をすることなどが課題であり､これらを通してPr系として始めて観測された
近藤共鳴の発現機構や､prFe4P12について提案されている四重極近藤効果の検証が行え
ると考えられる｡
一方､prRu｡P12の金属絶縁体転移前後において､赤外スペクトルにおいては顕著な差が
見られているが､光電子スペクトルにおいては有意な差を得るにいたっていない｡すなわち､
バルク敏感なhv～ 900eV領域でのエネルギー分解能 100meVの測定において､Pr4f
スペクトル､価電子帯スペクトルともに転移前後の差が見られなかった｡光電子の平均自由
行程は､hv～ 20-100eVで極小であるが､hv～ 10eVより低エネルギーにすると再び増
大してバルク敏感になる｡この領域で PrRu｡P12の光電子分光を行えば､エネルギー分解能
が5meVを切るほどまで向上することも利用できるので､金属絶縁体転移前後のスペクトル
変化が見られると期待される｡
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